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歳
が
若
か
っ
た
り
、

経
験
が
浅
い
人
に
向

か
っ
て
「
く
ち
ば
し
が

黄
色
い
」
と
い
う
こ
と

が
あ
る
。
鳥
の
雛
の
く

ち
ば
し
が
黄
色
い
こ
と

か
ら
、
未
熟
さ
を
揶
揄

す
る
言
葉
だ
。
ち
な
み

に
雛
の
く
ち
ば
し
が
な
ぜ
黄
色
い

か
と
い
え
ば
、
黄
色
が
餌
を
与
え

る
よ
う
に
親
鳥
の
本
能
を
刺
激
す

る
か
ら
だ
そ
う
だ
▼
親
鳥
の
懸
命

な
子
育
て
は
、
大
変
だ
な
と
思
う

と
同
時
に
愛
情
の
深
さ
に
感
心
す

る
。
や
が
て
雛
の
く
ち
ば
し
も
黄

色
が
な
く
な
り
巣
立
ち
の
時
期
に

な
る
と
、今
度
は
、一
転
し
て
厳
し

く
独
り
立
ち
を
促
す
。
子
ど
も
達

も
そ
ん
な
親
の
態
度
に
途
惑
い
な

が
ら
も
、
懸
命
に
巣
立
と
う
と
す

る
の
も
、
ま
た
微
笑
ま
し
い
▼
こ

う
し
た
鳥
達
に
比
べ
、
人
間
世
界

の
子
育
て
は
、
な
か
な
か
ス
ム
ー

ズ
に
は
い
か
な
い
。
少
子
化
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
し
、
子
育
て
中

の
痛
ま
し
い
虐
待
事
件
も
数
多
く

報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
格
差

社
会
の
到
来
で
、
日
々
の
食
事
さ

え
ま
ま
な
ら
な
い
子
ど
も
達
も
増

え
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
日
本
で

は
、
来
年
4
月
に
『
こ
ど
も
家
庭

庁
』
な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
る
。

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
貧
困
対

策
、
児
童
虐
待
防
止
、
少
子
化
対

策
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
を
受
け

持
つ
と
い
う
が
、
お
役
所
の
常
と

し
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
組
織
が

増
え
た
だ
け
」
に
な
ら
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
だ
▼
今
、
社
会
を

形
づ
く
っ
て
い
る
大
人
達
は
、
自

分
た
ち
の
後
を
継
ぐ
次
世
代
に
、

よ
り
良
き
未
来
を
提
供
す
る
義
務

が
あ
る
。『
こ
ど
も
家
庭
庁
』が
実

効
あ
る
役
所
と
な
る
こ
と
を
心
底

願
う
。

比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
「
世
界

宗
教
者
平
和
の
祈
り
の
集
い
」
は

昭
和
62
年
（
1
9
8
7
）
に
第
1

回
目
を
開
催
。前
年
に
イ
タ
リ
ア
・

ア
ッ
シ
ジ
で
、
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ

ネ
・
パ
ウ
ロ
2
世
聖
下
が
、
世
界

の
宗
教
者
に
呼
び
掛
け
て
開
い
た

「
世
界
宗
教
者
平
和
祈
願
集
会
」の

精
神
を
引
き
継
ぎ
、
当
時
の
諸
宗

教
間
の
交
流
に
力
を
注
い
で
い
た

日
本
の
宗
教
者
（
日
本
宗
教
連
盟

協
賛
の
5
団
体
及
び
世
界
宗
教
者

平
和
会
議
日
本
委
員
会
、
世
界
連

邦
日
本
宗
教
委
員
会
）
ら
が
中
心

と
な
り「
日
本
宗
教
代
表
者
会
議
」

を
組
織
し
て
開
催
さ
れ
た
。

以
来
、
10
周
年
毎
に
は
「
日
本

宗
教
代
表
者
会
議
」
を
、
ま
た
、

そ
の
間
の
5
年
毎
に
は
「
実
行
委

員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
ア
ッ
シ
ジ

の
精
神
を
伝
え
て
い
る
。

今
回
は
、実
行
委
員
会
の
主
催

で
、
国
立
京
都
国
際
会
館
（
午

前
）
と
比
叡
山
上
（
午
後
）
で
開

か
れ
る
。

国
立
京
都
国
際
会
館
で
の
式

典
で
は
、
一
般
財
団
法
人
日
本
総

合
研
究
所
会
長
の
寺
島
実
郎
多
摩

大
学
学
長
が
「
歴
史
的
大
転
換
期

に
お
け
る
宗
教
―
心
の
回
復
力

（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
求
め
て
―
」

と
題
し
記
念
講
演
、そ
の
後
、海
外

か
ら
参
加
す
る
2
名
を
含
め
た
宗

教
代
表
者
と
有
識
者
が
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う
。

午
後
か
ら
は
会
場
を
比
叡
山

上
に
移
し
、
15
時
よ
り
一
隅
会
館

前
特
設
広
場
で
世
界
平
和
祈
り

の
式
典
を
挙
行
。
15
時
30
分
に
は

「
平
和
の
鐘
」
を
鐘
打
し
て
参
加

者
全
員
で
平
和
の
祈
り
（
黙
祷
）

を
捧
げ
る
。
続
い
て
、
各
宗
教
別

の
祈
り
が
営
ま
れ
、
最
後
は
「
比

叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
2
0
2
2
」を

発
表
し
、
宗
教
者
が
共
に
平
和
に

向
け
た
実
践
へ
の
決
意
が
述
べ

ら
れ
る
。

実
行
委
員
長
の
阿
部
昌
宏
天

台
宗
宗
務
総
長
は
「
今
日
的
課
題

を
宗
教
者
と
し
て
認
識
し
な
が
ら

発
信
す
べ
く
実
行
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
。
比
叡
山
か
ら
世
界
平
和

に
む
け
て
、
い
か
に
あ
る
べ
き
か

を
発
信
し
て
参
り
た
い
」
と
開
催

に
向
け
て
抱
負
を
語
っ
た
。

（
4
・
5
面
に
詳
細
）

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
35
周
年
記
念
「
世
界
宗
教
者
平
和

の
祈
り
の
集
い
」
が
8
月
4
日
、
国
立
京
都
国
際
会
館
と
比

叡
山
上
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。
国
内
外
か
ら
約
4
0
0
人

の
宗
教
者
が
参
加
し
、『
気
候
変
動
と
宗
教
者
の
責
務
』
を

テ
ー
マ
に
、
諸
問
題
解
決
へ
の
対
話
と
、
世
界
平
和
に
向
け
て

共
に
祈
り
を
捧
げ
る
。
式
典
の
模
様
は
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト

Y
o
u
T
u
b
e
で
、
全
世
界
に
向
け
て
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
。

比叡山宗教サミット30周年記念での祈りの模様（2017年8月4日）


